
私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

1
．
教
育
と
は
何
か
―
問
い
続
け
た
１
年
間

私
が
医
学
教
育
に
本
格
的
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ち
ょ
う

ど
１
年
が
経
っ
た
。
こ
の
１
年
間
、「
教
育
と
は
何
か
？
」
と
い
う

問
い
を
、
繰
り
返
し
自
分
に
問
い
直
し
て
き
た
。

医
療
現
場
は
今
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
複
雑
で
多
様
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
患
者
一
人
ひ
と
り
の
背
景
は
異
な
り
、
診
療
や
治

療
が
教
科
書
ど
お
り
に
進
む
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に

お
い
て
、
医
師
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
単
な
る
知
識
や
技
術
で
は

な
く
、
倫
理
性
、
対
話
力
、
判
断
力
、
そ
し
て
人
間
性
を
含
め
た

“
総
合
的
な
力
”
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
力
は
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
る
の
か
。
そ
の
ヒ
ン

ト
が
、「
協
同
学
習
」
に
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

2
．
モ
ノ
ロ
ジ
ッ
ク
な
教
育
の
限
界

私
自
身
、
か
つ
て
は
講
義
資
料
を
丁
寧
に
つ
く
り
込
み
、
正
確

か
つ
効
率
的
に
知
識
を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
「
良
い
授
業
」
だ
と
信

じ
て
い
た
。
実
際
、
医
学
生
に
と
っ
て
基
礎
的
知
識
は
不
可
欠
で

あ
り
、
時
間
的
制
約
の
中
で
学
ぶ
に
は
、
一
定
の
一
方
向
的
な
教

授
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
育
の
現
場
に
身
を
置
く
中
で
、
私
は
次
第
に
そ
の

限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
学
知
識
は
日
進
月
歩
で
増
え

続
け
て
お
り
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
授
業
は
も
は
や
不
可
能
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
医
師
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の

よ
う
な
態
度
や
価
値
観
は
、
知
識
の
詰
め
込
み
だ
け
で
は
育
ま
れ

な
い
。

3
．「
協
同
学
習
」の
導
入
―
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
学
び

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
大
学
で
は
初
年
次
か
ら
「
協
同
学
習

（C
ooperative Learning

）」
を
教
育
課
程
に
組
み
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
形
態
で
あ
る
が
、

た
だ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
な
い
。

「
協
同
学
習
」で
育
む

医
学
生
の
学
び

―
ダ
イ
ア
ロ
ジ
ッ
ク
な
教
育
を
通
し
て

　見
え
て
き
た
こ
と
―

小
松 
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学
医
学
部 

准
教
授
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協
同
学
習
で
は
、
以
下
の
４
つ
の
要
素
（
ケ
ー
ガ
ン
の
４
要
素
）

が
重
視
さ
れ
る
。

①
互
恵
的
な
協
力
関
係
（
肯
定
的
相
互
依
存
）

②
個
人
の
責
任
の
明
確
化

③
参
加
の
平
等
性

④
活
動
の
同
時
性
へ
の
配
慮

初
年
次
教
育
科
目
「
協
同
学
習
」
で
は
、
こ
の
理
論
と
技
法
を

基
礎
か
ら
学
ぶ
。
ま
さ
に
、「
魚
を
与
え
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

魚
の
釣
り
方
を
学
ぶ
」
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
学
ぶ
様
々
な
科
目

の
講
義
や
実
習
で
も
こ
の
学
び
を
活
か
し
、
学
生
同
士
が
対
等
な

関
係
で
学
び
合
う
環
境
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

授
業
で
は
、
ま
ず
個
人
で
考
え
、
次
に
グ
ル
ー
プ
で
議
論
す
る
と

い
う
流
れ
を
基
本
と
す
る
。
例
え
ば
、「
災
害
に
お
け
る
医
療
」
な

ど
、
状
況
に
よ
り
答
え
の
出
な
い
問
い
を
扱
う
場
面
も
あ
る
。
そ

う
し
た
中
で
、
学
生
は
他
者
の
視
点
に
触
れ
、
自
ら
の
思
考
を
深

め
て
い
く
。

4
．
教
員
も「
共
に
学
ぶ
者
」へ

こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ア
ロ
ジ
ッ
ク
（
対
話
的
）
な
教
育
に
お
い
て

は
、
教
員
も
ま
た
「
学
び
手
」
と
し
て
存
在
す
る
。
か
つ
て
の
私

［写真1］協同学習の様子（発表テーマ「人獣共通感染症とその国内外の状況」）
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は
「
教
え
る
者
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
今
で
は
「
共
に
問

い
、
共
に
考
え
る
者
」
で
あ
り
た
い
と
思
う
こ
と
も
多
い
。

教
員
が
話
し
す
ぎ
る
と
、
学
生
の
思
考
す
る
時
間
と
空
間
を

奪
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
私
は
授
業
中

の
「
沈
黙
」
や
「
迷
い
」
に
も
価
値
を
見
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

5
．
信
頼
が
育
む
、安
心
し
て
語
れ
る
学
び
の
場

ダ
イ
ア
ロ
ジ
ッ
ク
な
教
育
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
の
は
、「
場
の

安
全
性
」
で
あ
る
。
学
生
同
士
、
教
員
と
学
生
と
の
間
に
信
頼
が

な
け
れ
ば
、
本
音
を
語
り
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
私
は
授
業
後
に
必
ず
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
求
め
、
学

生
の
声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
指
示
の

曖
昧
さ
や
授
業
運
営
の
改
善
点
な
ど
、
教
員
目
線
で
は
気
づ
け
な

か
っ
た
課
題
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。

一
方
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
課
題
も
あ
る
。
参

加
意
欲
の
高
い
学
生
と
、
や
や
傍
観
的
な
学
生
と
の
間
に
差
が
生

ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
多
様
な
レ
デ
ィ
ネ
ス
（
学
習
準
備
状

態
）
を
も
つ
学
生
全
員
に
と
っ
て
、
意
味
あ
る
学
び
の
場
を
ど
う

つ
く
る
か
。
こ
れ
は
今
も
な
お
、
私
の
悩
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

［写真2］協同学習の様子（発表テーマ「人獣共通感染症の昔と今」）
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6
．
教
育
と
は
、未
来
へ
の
責
任
あ
る
投
資

オ
ラ
ン
ダ
の
教
育
学
者
ガ
ー
ト
・
ビ
ー
ス
タ
は
、「
よ
い
教
育
と

は
、
資
格
化
（
専
門
性
）、
社
会
化
（
適
応
性
）、
主
体
化
（
自
律

性
）
の
３
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

現
代
の
医
療
教
育
に
も
、
ま
さ
に
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
私
は
、
教
育
と
は
「
未
来
を
信
じ
て
託
す
こ
と
」
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
日
、
学
生
に
か
け
た
言
葉
や
示
し
た
姿
勢
は
、
や

が
て
そ
の
人
の
臨
床
現
場
に
お
け
る
態
度
や
価
値
観
と
な
っ
て
現

れ
る
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
教
育
に
お
い
て
「
誠
実
さ
」
を
何
よ
り
も

大
切
に
し
た
い
。
正
直
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
限
界
を
認
め
る
こ

と
、
対
話
を
恐
れ
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
、
信
頼
さ
れ
る

医
師
を
育
て
る
礎
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に
―
問
い
と
共
に
歩
む

私
が
学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
の
は
、
単
な
る
医
学
知
識
だ
け
で

は
な
い
。

①
問
い
を
持
ち
続
け
る
姿
勢

②
対
話
を
通
じ
て
共
に
成
長
す
る
力

③
他
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
感
受
性

こ
れ
ら
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
共
に
学
び
合
い
、
信
頼
さ
れ
る

医
師
と
し
て
の
歩
み
を
支
え
る
教
育
を
、
こ
れ
か
ら
も
探
究
し
て

い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

神
戸
女
学
院
大
学
は
、
創
立
以
来
の
永
久
標
語
「
愛
神
愛
隣
」

の
精
神
を
礎
に
、
人
間
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
精
神
は
、

単
な
る
知
識
の
修
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
者
を
思
い
や
り
、
尊
重
し
、

誠
実
に
社
会
と
向
き
合
う
姿
勢
を
育
む
教
育
理
念
と
し
て
、
多
く

の
卒
業
生
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
神
と
人
と
を
深
く
愛
す
る
心

を
も
っ
て
、
今
後
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
の
育
成
に
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
本
学
は
創
立
１
５
０

周
年
を
迎
え
た
２
０
２
５
年
度
、
自
然
科
学
系
の
新
た
な
学
び
の

拠
点
と
し
て
「
生
命
環
境
学
部
」
を
開
設
し
た
。
本
学
部
は
、
気

候
変
動
や
生
物
多
様
性
の
喪
失
、
資
源
や
食
料
の
危
機
、
健
康
格

差
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
課
題
に
向
き
合
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。

近
年
、
国
際
社
会
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
む
一
方
、
そ
の
先
を
見
据
え
た
新

た
な
枠
組
み
と
し
て
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
「
プ
ラ

ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
と
い
っ
た
概
念
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
自
然
と
人
間
と
の
関
係
を
見
直
し
、
地
球
全
体
の
再
生
的

な
未
来
を
構
想
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
視
座
で
あ
る
。
本
学
部
は
、

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
て
、
科
学
的
な
視
点
と
倫
理
的
な
判
断
力
を
兼

ね
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
で
読
み
解
き
、対
話
で
つ
な
ぐ
生
命
と
環
境

1本
学
部
は
、「
環
境
科
学
」「
生
命
科
学
」「
情
報
科
学
」「
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
４
つ
の
学
び
の
柱
を
基
軸
と
し
［
図
］、

自
然
と
人
間
の
共
生
を
志
向
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
寄
与

す
る
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。
各
分
野
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
専

門
性
を
有
し
つ
つ
相
互
に
連
関
し
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
気
候
変

動
と
健
康
問
題
、
あ
る
い
は
生
物
多
様
性
の
喪
失
と
い
っ
た
複
合
的

な
課
題
に
対
応
す
る
包
括
的
な
学
び
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
を
生
き
る
力
を
育
む

神
戸
女
学
院
大
学
生
命
環
境
学
部

　・
　横
田 

弘
文 

﹇
生
命
環
境
学
部
長
﹈

明日への試み

あ
い
し
ん
あ
い
り
ん
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教
育
内
容
は
、
実
験
・
演
習
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

現
場
で
得
た
デ
ー
タ
を
科
学
的
に
処
理
・
分
析
し
、
新
た
な
価
値
を

創
出
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
実
践
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
中

で
も
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
教
育
の
基
盤
に
据
え
、
自
然
科
学

に
お
け
る
統
計
的
思
考
や
分
析
技
術
を
実
社
会
の
課
題
解
決
に
応

用
す
る
力
を
養
う
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
通
じ
て
多

面
的
な
視
点
や
倫
理
的
思
考
を
培
い
、
論
理
的
に
考
え
、
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
能
力
を
育
成
す
る
。

特
に
「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
分
野
で
は
、
科
学

の
成
果
を
社
会
に
伝
え
る
力
、
教
育
現
場
で
の
活
用
力
、
さ
ら
に
は

科
学
と
市
民
の
対
話
を
促
進
す
る
知
識
や
技
能
の
修
得
を
重
視
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
理
科
教
員
を
志
望
す
る

学
生
に
向
け
て
は
、
専
門
性
の
高
い
理
科
教
育
と
科
学
の
魅
力
を
効

果
的
に
伝
え
る
手
法
を
併
せ
て
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

本
学
部
の
教
育
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
を
基
盤
と
し
、
専

門
性
と
教
養
を
融
合
さ
せ
た
「
総
合
知
」
に
よ
っ
て
、
複
雑
か
つ
不

確
実
な
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
自
然

科
学
の
知
識
に
加
え
、
哲
学
・
宗
教
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
国
際
関
係
な

ど
、
他
学
科
が
提
供
す
る
多
様
な
分
野
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

社
会
と
真
に
連
携
で
き
る
科
学
の
在
り
方
を
探
究
し
て
い
る
。

環
境
と
文
化
を
つ
な
ぐ
建
築
教
育

2本
学
部
の
開
設
に
合
わ
せ
て
、
二
級
建
築
士
お
よ
び
木
造
建
築

士
の
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る
建
築
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
置
し

た
。
近
年
、
都
市
開
発
や
建
築
の
分
野
で
も
生
物
多
様
性
へ
の
配

［図］生命環境学部における４分野の学び
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教
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容
は
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演
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・
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ル
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ワ
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し
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処
理
・
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、
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価
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す
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、
科
学

の
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え
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や
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。
と
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け
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・
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理
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教
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す
る

学
生
に
向
け
て
は
、
専
門
性
の
高
い
理
科
教
育
と
科
学
の
魅
力
を
効

果
的
に
伝
え
る
手
法
を
併
せ
て
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

本
学
部
の
教
育
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
を
基
盤
と
し
、
専

門
性
と
教
養
を
融
合
さ
せ
た
「
総
合
知
」
に
よ
っ
て
、
複
雑
か
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不

確
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な
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
自
然

科
学
の
知
識
に
加
え
、
哲
学
・
宗
教
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
国
際
関
係
な

ど
、
他
学
科
が
提
供
す
る
多
様
な
分
野
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

社
会
と
真
に
連
携
で
き
る
科
学
の
在
り
方
を
探
究
し
て
い
る
。

環
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と
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を
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な
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建
築
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の
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に
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受
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資
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を
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で
き
る
建
築
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プ
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も
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し

た
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、
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築
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で
も
生
物
多
様
性
へ
の
配
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慮
が
国
際
的
に
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ（Taskforce 

on N
ature-related Financial D

isclosures

：
自
然
関
連
財

務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）や
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
（Japan H

abitat 
Evaluation and C

ertification Program

：
ハ
ビ
タ
ッ
ト
評

価
認
証
制
度
）
と
い
っ
た
制
度
で
は
、
開
発
に
よ
っ
て
自
然
資
源

の
価
値
が
維
持
・
向
上
し
て
い
る
か
が
評
価
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
自
然
環
境
や
生
態
系
に
対
す
る
深
い
理

解
を
持
つ
建
築
士
の
必
要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
要
請
を
踏
ま
え
、
本
学
部
で
は
科
学
的
知
見
と

社
会
的
視
点
を
併
せ
持
つ
建
築
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
文

化
・
歴
史
・
自
然
と
い
っ
た
多
角
的
な
観
点
か
ら
、
建
築
と
環
境
の

関
係
を
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
大
き
な
特

色
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
現
存
す
る
重
要
文
化

財
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
群
を
学
び
の
対
象
と
し
、
近
代
化
遺
産
と
し

て
の
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
再
生
を
実
地
に
学
べ
る
環
境
は
、
本

学
な
ら
で
は
の
魅
力
で
あ
る
［
写
真
１
］［
写
真
２
］。

こ
の
よ
う
に
本
学
部
の
建
築
教
育
は
、
単
な
る
設
計
技
術
の
修

得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
と
の
調
和
や
生
態
系
の
保
全
、
歴
史
的

文
化
遺
産
の
継
承
と
い
っ
た
幅
広
い
社
会
的
視
野
を
備
え
た
学
び

を
提
供
し
て
い
る
。
過
去
か
ら
受
け
継
が
れ
た
建
築
文
化
の
価
値

を
現
代
に
生
か
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
力
を
、

実
践
的
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

［写真1］演習室がある重要文化財エッジウッ
ド館（ウィリアム・メレル・ヴォーリズ設計）

［写真2］エッジウッド館演習室での演習風景
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明日への試み

持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る

理
系
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
実
践

3本
学
部
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
国
際
理
解
の
精
神
」「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
と
い
う
本
学
の
３
つ
の
教
育
理
念
を
基
盤

と
し
て
、
生
命
お
よ
び
環
境
に
関
わ
る
多
様
な
課
題
に
科
学
的
か

つ
多
面
的
に
取
り
組
む
た
め
の
教
育
課
程
を
構
築
し
て
い
る
。
本

学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
ま
ず
導
入
教
育
に
お
い
て
自
然
科
学

の
基
礎
を
広
く
学
び
、
そ
の
後
、
学
生
自
身
の
関
心
に
基
づ
い
て

専
門
分
野
を
選
択
し
、
段
階
的
に
学
び
を
深
め
て
い
く
構
成
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
に
よ
り
、
学
生
は
専
門
性
を
高
め
つ
つ
も
、

分
野
横
断
的
な
視
点
を
持
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
科
学
的
素
養
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
学
部
に
お
い
て
学
び
の
基
盤
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の

が
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
教
育
で
あ
る
。
自
然
科
学
の
各
分
野
に

お
い
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
応
用
す
る
た
め
、
統
計
学
の
基
礎
か

ら
始
ま
り
、
科
学
的
デ
ー
タ
の
取
得
・
処
理
・
分
析
の
方
法
を
段
階

的
に
学
習
す
る
。
実
際
の
環
境
デ
ー
タ
や
生
命
デ
ー
タ
を
題
材
と
し

た
演
習
を
通
じ
て
、
学
生
は
複
雑
な
デ
ー
タ
か
ら
意
味
を
読
み
取
り
、

根
拠
を
持
っ
て
判
断
し
説
明
す
る
力
を
養
う
。
こ
う
し
た
能
力
は
学

術
的
探
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
実
装
や
政
策
立
案
と
い
っ
た
場
面

に
お
い
て
も
応
用
可
能
な
汎
用
的
ス
キ
ル
で
あ
る
。

４
つ
の
専
門
分
野
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
環
境
科
学
」
分
野
で
は
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
か
ら
地
域
の

自
然
と
の
共
生
に
至
る
ま
で
、
広
範
な
視
点
か
ら
自
然
環
境
を
科

学
的
に
捉
え
る
力
を
養
成
す
る
。
水
質
保
全
、
生
物
多
様
性
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
持
続
可
能
な
景
観
設
計
、
建
築
と
自
然
と
の
調

和
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
実

験
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
実
習
を
通
じ
て
実
践
的
な
知
識
と
技

能
を
修
得
す
る
。

「
生
命
科
学
」
分
野
で
は
、
人
間
の
健
康
と
生
活
の
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
科
学
的
知
見
を
探
究
す
る
。
人
体
の
構
造
と
機

能
、
生
活
習
慣
と
疾
患
、
食
と
健
康
の
関
係
、
細
胞
・
遺
伝
子
レ

ベ
ル
で
の
生
命
現
象
の
解
析
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
生
化

学
的
・
分
子
生
物
学
的
な
実
験
を
通
し
て
、
健
康
科
学
や
食
品
科

学
へ
の
実
践
的
理
解
を
深
め
て
い
く
。

「
情
報
科
学
」
分
野
で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
、
自
然

環
境
や
生
命
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
・
分
析
を
行
う
能

力
を
育
成
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
Ａ

Ｉ
技
術
の
基
礎
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
法
な
ど
を
学
び
、
こ
れ
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持
続
可
能
な
社
会
を
支
え
る

理
系
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
実
践

3本
学
部
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
国
際
理
解
の
精
神
」「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
と
い
う
本
学
の
３
つ
の
教
育
理
念
を
基
盤

と
し
て
、
生
命
お
よ
び
環
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に
関
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取
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課
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学
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は
、
ま
ず
導
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教
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に
お
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自
然
科
学

の
基
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を
広
く
学
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、
そ
の
後
、
学
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自
身
の
関
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に
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専
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を
選
択
し
、
段
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的
に
学
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を
深
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、
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学
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特
に
重
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さ
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い
る
の

が
、
デ
ー
タ
サ
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エ
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の
教
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で
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る
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自
然
科
学
の
各
分
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デ
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用
す
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取
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力
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う
。
こ
う
し
た
能
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は
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ま
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ず
、
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実
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や
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と
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場
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ア
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な
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技

能
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。
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で
は
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と
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の
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向
上

を
目
的
と
し
て
、
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的
知
見
を
探
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人
体
の
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と
機

能
、
生
活
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と
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、
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健
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関
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、
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遺
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で
の
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現
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か
ら
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。
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に
、
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・
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子
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物
学
的
な
実
験
を
通
し
て
、
健
康
科
学
や
食
品
科

学
へ
の
実
践
的
理
解
を
深
め
て
い
く
。

「
情
報
科
学
」
分
野
で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
、
自
然

環
境
や
生
命
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
・
整
理
・
分
析
を
行
う
能

力
を
育
成
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
Ａ

Ｉ
技
術
の
基
礎
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
法
な
ど
を
学
び
、
こ
れ
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ら
を
科
学
的
探
究
お
よ
び
社
会
課
題
の
解
決
に
資
す
る
実
践
的
ス

キ
ル
と
し
て
定
着
さ
せ
る
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
分
野
は
、
科
学
と
社

会
を
つ
な
ぐ
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
科
学
的
知
見
を
一

般
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
方
法
、
メ
デ
ィ
ア
や
教
育
現
場

に
お
け
る
表
現
技
術
、
科
学
教
育
の
理
念
と
方
法
論
な
ど
を
学
ぶ
。

中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
理
科
教
員
を
志
す
学
生
に
対
し
て

は
、
理
科
教
育
法
を
通
じ
て
科
学
の
魅
力
を
次
世
代
に
伝
え
る
教

育
力
と
発
信
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

本
学
部
の
学
び
は
、「
学
科Basic
」「
学
科Core

」「
学
科

Advance

」
の
３
層
構
造
か
ら
な
る
段
階
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
学
生
は
入
学
後
、
広
く
基
礎
を
学
ぶ「
学

科Basic

科
目
群
」
か
ら
出
発
し
、
次
第
に
よ
り
高
度
な
専
門
知
識

と
応
用
的
技
能
を
修
得
し
て
い
く
設
計
で
あ
る
。
ま
た
、
学
部
専
門

教
育
の
中
核
で
あ
る
「
メ
ジ
ャ
ー
科
目
」
に
加
え
、
キ
リ
ス
ト
教
精

神
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
・
国
際
理
解
な
ど
、
社
会
と
人
間
に
関
す
る
素

養
を
深
め
る
「
コ
ア
科
目
」、
他
学
科
が
提
供
す
る
「
オ
ー
プ
ン
科
目
」、

個
人
の
関
心
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
「
マ
イ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な

ど
、
多
様
な
学
び
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
科
学
を
多
角
的

に
理
解
す
る
機
会
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、
他
学
科
の
学
生
に

も
自
然
お
よ
び
環
境
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、「
オ
ー
プ
ン
科
目
」
と
し
て
一
部
の
メ
ジ
ャ
ー
科
目
が
開
放
さ

れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
門
性
の
深
化
と

教
養
の
涵
養
を
両
立
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
、
自

ら
の
関
心
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
付
け
な
が
ら
主
体
的
に
学
び
、

理
論
と
実
践
を
結
び
付
け
る
経
験
を
通
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

の
担
い
手
と
し
て
自
律
的
に
思
考
し
行
動
す
る
力
を
育
成
す
る
。

将
来
へ
の
展
望

4神
戸
女
学
院
大
学
生
命
環
境
学
部
が
掲
げ
る
将
来
へ
の
展
望
は
、

学
術
的
探
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け

て
現
実
の
課
題
解
決
に
主
体
的
に
関
与
す
る
人
材
の
育
成
に
あ
る
。

そ
の
根
底
に
は
、「
自
然
と
人
間
の
共
生
を
支
え
る
科
学
」
を
基
盤

と
し
、
個
人
の
暮
ら
し
と
地
球
規
模
の
課
題
と
を
結
び
付
け
て
考

え
る
思
考
力
、
な
ら
び
に
そ
れ
を
社
会
へ
と
還
元
す
る
行
動
力
を

か
ん
よ
う
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明日への試み

養
う
と
い
う
確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

近
年
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
世
界
的
な
枠

組
み
が
拡
充
・
深
化
し
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
具

体
的
な
行
動
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
と
い
っ
た
新
た
な
概
念
を
経
営
戦
略
に
組
み
込

み
、
環
境
・
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
：Environm

ental, 
Social, and G

overnance

）
へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ
て
い
る

点
で
あ
る
。
欧
州
を
中
心
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ
た
り

環
境
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
中
、
企
業
は
も
は
や
環
境
対
応
を
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
一
環
と
し
て
で
は
な
く
、
事
業
の

存
続
と
成
長
を
左
右
す
る
中
核
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
科
学
的
知
見
の
活
用
や
専
門
人
材
の
確
保
は
、
産
業
界
に

と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
際
的
潮
流
の
中
で
、
生
命
環
境
学
部
に
求
め
ら
れ

る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
本
学
部
は
、
前
述

の
４
分
野
を
柱
に
、
環
境
・
健
康
・
技
術
に
関
す
る
課
題
に
多
角

的
か
つ
実
践
的
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

自
然
科
学
の
専
門
知
識
に
加
え
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く
倫
理
的
思
考
と
国
際
的
視
野
を
備
え

た
卒
業
生
は
、
多
様
な
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス
」
と
い
っ
た
新
た
な
国
際
的
枠
組
み
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育

て
る
べ
く
、
環
境
と
健
康
、
都
市
と
自
然
、
科
学
と
市
民
社
会
の

関
係
を
学
際
的
・
国
際
的
に
学
ぶ
教
育
体
制
の
強
化
や
、
国
内
外

の
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
・

研
究
の
拡
充
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

一
方
、
本
学
部
の
設
立
理
念
の
根
幹
に
は
、
単
な
る
専
門
知
識

の
修
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
人
間
と
し
て
い
か
に
自
然
と
関
わ
り
生

き
る
か
」
と
い
う
本
質
的
な
問
い
に
向
き
合
う
教
育
的
姿
勢
が
据

え
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
根
ざ
し
た
生
命
観
と
倫
理

観
の
下
、
科
学
技
術
の
可
能
性
と
限
界
を
正
し
く
認
識
し
、
持
続

可
能
な
未
来
に
向
け
て
自
ら
考
え
、
選
択
し
、
行
動
す
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
、
本
学
部
の
教
育
の
根
底
に
あ
る
。

本
学
部
の
将
来
構
想
は
、
国
内
外
の
動
向
に
応
答
し
な
が
ら
も
、

独
自
の
教
育
理
念
と
長
期
的
な
視
座
の
下
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

地
球
社
会
が
「
気
候
変
動
の
時
代
」
や
「
ポ
ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時

代
」
へ
と
進
展
す
る
中
に
お
い
て
、
本
学
部
は
、
知
の
探
究
と
社

会
貢
献
と
を
統
合
し
、
次
世
代
の
科
学
と
倫
理
を
担
う
学
び
の
場

と
し
て
、
今
後
も
深
化
・
発
展
を
続
け
て
い
く
。
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養
う
と
い
う
確
固
た
る
理
念
が
あ
る
。

近
年
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
世
界
的
な
枠

組
み
が
拡
充
・
深
化
し
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
具

体
的
な
行
動
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」
と
い
っ
た
新
た
な
概
念
を
経
営
戦
略
に
組
み
込

み
、
環
境
・
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
：Environm

ental, 
Social, and G

overnance
）
へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ
て
い
る

点
で
あ
る
。
欧
州
を
中
心
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
わ
た
り

環
境
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
中
、
企
業
は
も
は
や
環
境
対
応
を
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
一
環
と
し
て
で
は
な
く
、
事
業
の

存
続
と
成
長
を
左
右
す
る
中
核
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
科
学
的
知
見
の
活
用
や
専
門
人
材
の
確
保
は
、
産
業
界
に

と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
際
的
潮
流
の
中
で
、
生
命
環
境
学
部
に
求
め
ら
れ

る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
本
学
部
は
、
前
述

の
４
分
野
を
柱
に
、
環
境
・
健
康
・
技
術
に
関
す
る
課
題
に
多
角

的
か
つ
実
践
的
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

自
然
科
学
の
専
門
知
識
に
加
え
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
基
づ
く
倫
理
的
思
考
と
国
際
的
視
野
を
備
え

た
卒
業
生
は
、
多
様
な
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
や
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス
」
と
い
っ
た
新
た
な
国
際
的
枠
組
み
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育

て
る
べ
く
、
環
境
と
健
康
、
都
市
と
自
然
、
科
学
と
市
民
社
会
の

関
係
を
学
際
的
・
国
際
的
に
学
ぶ
教
育
体
制
の
強
化
や
、
国
内
外

の
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
教
育
・

研
究
の
拡
充
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

一
方
、
本
学
部
の
設
立
理
念
の
根
幹
に
は
、
単
な
る
専
門
知
識

の
修
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
人
間
と
し
て
い
か
に
自
然
と
関
わ
り
生

き
る
か
」
と
い
う
本
質
的
な
問
い
に
向
き
合
う
教
育
的
姿
勢
が
据

え
ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
根
ざ
し
た
生
命
観
と
倫
理

観
の
下
、
科
学
技
術
の
可
能
性
と
限
界
を
正
し
く
認
識
し
、
持
続

可
能
な
未
来
に
向
け
て
自
ら
考
え
、
選
択
し
、
行
動
す
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
、
本
学
部
の
教
育
の
根
底
に
あ
る
。

本
学
部
の
将
来
構
想
は
、
国
内
外
の
動
向
に
応
答
し
な
が
ら
も
、

独
自
の
教
育
理
念
と
長
期
的
な
視
座
の
下
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

地
球
社
会
が
「
気
候
変
動
の
時
代
」
や
「
ポ
ス
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時

代
」
へ
と
進
展
す
る
中
に
お
い
て
、
本
学
部
は
、
知
の
探
究
と
社

会
貢
献
と
を
統
合
し
、
次
世
代
の
科
学
と
倫
理
を
担
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学
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の
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と
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て
、
今
後
も
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・
発
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を
続
け
て
い
く
。

119


